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Some　part　ofFloOd 　Protection　Law 　were 　revised 　for　the　purp 〔羯 e　of　reducing 　floods　in　May 　2005．　And 　responsibilities

f（〕rpublishing 　the　flocd　susceptible 　area 　were 　extended 　to　the　small 　river 　in　an 　urban 　area ．　Then 　it　is　necessary 　to

predjct　the　flood　susceptible 　area 　in　the　regiofi　eXisting 　small 　nvers．　However，　it　is　di伍 cuLt　to　predict　the　area 　existing

several 　rivers　because　they　influence　each 　othe エ In 血 is　slud ｝〜 in　order 　to　grasp　the　mutual 　innuences 　of 　rive 【s　on

floods，　we 　compared 　two 　flood　anaiyses ，　one 　is　to　gonsider 　the　two 　rivers 　separately ，　and 　the　other 　is　simultaneous1 メ

Aiming　at　the　temporal　 change 　of 　inundation　depth，　there　is　a　difference　between　the　f（）rmer 　analysis 　and 　the　latter

analysis ．　On　the　other 　hand，　inundation　area 　in　the　latter　analySis 　is　estimated 　by　using 　the　former　analysis
’
s　result ．

1 ．は じめに

　平成 17年 5月に水防法 の
一
部 が 改正 され，浸水想定区域の 指定・

公 表の 義務が 主要な中！亅・河川 まで 拡張 された．さらに，改正 され

た 水防法の 中で は 中小河川 の 洪水情報伝達の 充 実が挙 げ られ てお

り，これ らの こ とか ら中小 河川 にお ける洪水予測の必 要性が高ま

っ てい る．と くに，市街地付近 に河川 が二 つ 以 上存在す る場 合に

は，隣 り合 う河川が同 時に氾 濫す る こ とで，浸水特性 に影響を及

ぼす もの と予想され る．その影響を把握する ため，本研 究で は長

崎 県大村市街地 を流れ る大上戸川 と内田川 を対 象に氾 濫解析 を行

い ，考察 を加 える．

2 ．氾濫解析

　 大上戸川 と内 田川流域 の 対象部分 を非構造格子 に分割 し，これ

に標高デ
ー

タを与えて平 面二次元氾濫解 析
1，を行 う．標高データ

は 航空写真と三 次元 写真計 測シ ス テ ム を用い て 作成す る．氾濫外

力と して は，既往最大（昭和 32 年諌早 大水害相当）の モ デル 流量を

採用 し，大上 戸川 と内田川 の 両河川 上流端に与え る．本研究で は，
大上戸川 と内 田川に 個別 に流量を与 えて解析す る場合 と，両 河川

同時に流量 を与 えて解析す る場合 の 三 通 りの ケース を試み る．計

算時間 は 24 時間 とする．

3 ．解析結果 と考察

　 これ ま で に述べ た 解析 手法お よひ解析 条件を 用 い て 対象領 域の

氾濫解析を行な っ た，大上戸川 の み に流量を与えた場合，中流で

生 じた氾濫水は，河川北部の 水路を辿 っ て再び 大上戸川 に，下流

の 湾曲部 か らの 氾濫 水は，田畑 を介 して 内田川流 域に ま で広 が っ

てい る．どち らも大村湾への 流入 を避 ける形 とな っ て い るが，こ

れ は低 平地の 細か な地形の 変化 が反 映 された結 果 とい え る．内 田

川 の み に流量 を与 えた場 合ぽ 境界条件 として 与え る洪 水流量が，

大上戸川の 場合の 4 分の 1 と小 さく，さらに 上流域か ら中流 域に

か けて 山に挟まれた谷間部分 を流下 して い るため．浸水域は 比較

的狭い 範囲で 留ま っ て い る．二 河川同時に 流量 を与 えた 場 合で は，
互 い の 河川 か ら大 村市 中心 部 へ の 流入 が あ り，浸水 域の 重な りが

生 じた．とくに，重 なりが 生 じた解析格子 におい て は，浸水深の

増加がみ られ た．ま た ，浸水域の 規模 は，二 つ の 河川 を個別に解

析 した 結果の 重ね 合わ せ に 近 い もの で あ っ た．さ らに，（1）式を用

い て個別解析に よる浸水深 と二河川同時解析に よる浸水深 との 比

較 を行 っ た．そ の 結果，二 河川 同時解析 の浸水深 と個男懈 析 の 浸

水深 とで は，明確な違 いが表れ た 格 子 と微小 な画 ・を示 した格子

が確認 された．すなわ ち，二 っ の 河川 を同時 に解析す るこ とで，
彑い の 氾濫水は影響 し合い ，少 な くと も個別解析の 結果の 単純な

重ね合わせ にな らない こ とが確認で きた．
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こ こ で，hlお よ び h2 ：大上 戸川お よび 内田川の み の 個Bl懈析にお

け る最大浸水深，ぬゴ ニ 河川 同時解析 に よる最大浸水深 で あ る．

4 ．結論

　本研究で は，大村 中心部 を流下す る大 上戸川 と内 田川 を対象に

氾濫解析 を行 っ た．二 河川 同時解析の 結果 に基づ けば，浸水域の

拡が りにつ い て顕著 な嵐 ・は示 されなか っ た もの の ，浸水深 の 増

加 が 認め られた．す な わ ち，相互 に氾濫水 は影響 し合い ，少 な く

とも個別解析の 単純な重ね合わせ には な らない こ とが確認で きた．
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